では、 当時 俳諧の 大宗 匠と 仰がれた 芭蕉 庵 松 尾 桃 Hi が、 

四方から 集って 来た 門下の 人人に 介抱され ながら、 五 

いちご うづみ び 

十一 歳 を 一期と して、 「埋 火の あたたまりの 冷む るが 

如く、」 静に息 を 引きと らうと して ゐた。 時刻 は 凡そ、 

申の 中 刻に も 近から うか。 —— 隔ての 襖 をと リ 払つ 

た、 だ だつ 広い 座敷の 中には、 枕頭に 注き さした 香の 

煙が、 一す ぢ 昇って、 天下の 冬 を 庭 さきに 堰 いた、 新 

しい 障子の 色 も、 ここば かり は 暗く かげりながら、 身 

にしみ る やうに 冷々 する。 その 障子の 方 を 枕に して、 

寂然と 横 はった 芭蕉の ま はりに は、 先、 医者の 木 節が、 

夜具の 下から 手 を 入れて、 間遠い 脈 を 守りながら、 浮 



かない 眉 を ひそめて ゐた。 その後に 居す くまって、 さ 

つきから 小声の 称名 を 絶たない の は、 今度 伊賀から 

とち 

伴に 立って 来た、 老僕の 治 郎兵衛 に 違 ひない。 と 思 ふ 

と 又、 木 節の 隣に は、 誰の 眼に も それと 知れる、 大兵 

しんしき かく つむぎ おう やう 

肥満の 晋子其 角が、 袖の 角通し の 懐 を 鷹揚に ふくら 

ませて、 憲法 小紋の 肩 を そば 立てた、 ものごしの 凛々 

しい 去来と 一 しょに： ちっと 師匠の 容態 を 窺 つて ゐる。 

ぢゃ うさう 

それから 其 角の 後に は、 法師 じみた 丈艸 が、 手く びに 

ぼ だ 、-, じゅ 

菩提樹の 珠数を かけて、 端然と 控 へて ゐ たが、 隣に 座 

おつし う すす 

を 占めた 乙 州の、 絶えず 鼻 を 啜って ゐ るの は、 もうこ 

み 上げて 来る 悲し さに、 堪 へられ なくなつ たからで あ 



たからで あらう。 

せつな 

一 方 又木 節 は、 「水 を」 と 云った 刹那の 間、 果して 自 

. まんま う 、 つ 

分 は 医師と して、 万方 を尽 したら うかと 云 ふ、 何時も 

の 疑惑に 遭遇した が、 すぐに 又 自ら 励ます やうな 心 も 

ちに なって、 隣に ゐた其 角の 方 を ふりむきながら、 無 

まま 

言の 儘、 ちょいと 相 図 をした。 芭蕉の 床 を 囲んで ゐた 

一 同の 心に、 愈 と 云 ふ 緊張した 感じが 咄嗟に 閃いた 

の はこの 時で ある。 が、 その 緊張した 感じと 前後して、 

一 種の 弛緩した 感じが —— 云 はば、 来る 可き ものが 遂 

に 来たと 云 ふ、 安心に 似た 心 もちが、 通りす ぎた 事 も 

亦 争 はれない。 唯、 この 安心に 似た 心 もち は、 誰も そ 



たもの らしい。 

其 角に 次いで 羽根 楊子 をと リ 上げた の は、 さっき 木 

節が 相 図 をした 時から、 既に 心の 落着き を 失って ゐた 

らしい 去来で ある。 日頃から 恭謙の 名 を 得て ゐた彼 は、 

*5 しゃく 

一同に 軽く 会釈 をして、 芭蕉の 枕 もとへ すりよつ たが、 

そこに 横 はって ゐた老 俳諧師の 病み ほうけ た 顔 を 眺め 

ると、 或 満足と 悔恨との 不思議に 錯雑した 心 もち を、 

嫌で も 味 はなければ ならなかった。 しかも その 満足と 

悔恨と は、 まるで 陰と 日向の やうに、 離れられない 

因縁 を 背負って、 実は この 四 五日 以前から、 絶えず 小 

かきみだ 

心な 彼の 気分 を搔 乱して ゐ たので ある。 と 云 ふの は、 



づ 席に 復 すると、 羽根 楊子 は その後に ゐた 丈艸の 手へ 

わたされた。 日頃から 老実な 彼が、 つつまし く 伏 眼に 

なって、 何やら かすかに 口の 中で 誦しながら、 静に師 

うる ほ 

匠の 唇を沾 して ゐる姿 は、 恐らく 誰の 見た 眼に も 

おごそか 

厳だった のに 相違ない。 が、 この 厳な 瞬間に 突然 座 

敷の 片 すみから は、 不気味な 笑 ひ 声が 聞え 出した。 い 

や、 少く とも その 時 は、 聞え 出した と 思 はれた ので あ 

こうせ-つ 

る。 それ はまる で 腹の 底から こみ上げて 来る 哄笑が、 

のど せ なほ を か 

喉と 唇と に堰 かれながら、 しかも 猶 可笑し さに 堪へ兼 

ほとばし 

ねて、 ちぎれ ちぎれに 鼻の 孔 から、 迸 つて 来る やう 

な 声であった。 が、 云 ふまで もな く、 誰も この場合、 



まで も智 的な ものに 過ぎなかった ので あらう。 彼の 頭 

たち ま 

が 否と 云って ゐる にも 関らず、 彼の 心臓 は 忽ち 正秀 

の 哀慟の 声に 動かされて、 何時か 眼の 中 は 涙で 一 ぱい 

になった。 が、 彼が 正秀の 慟哭 を 不快に 思 ひ、 延 いて 

いさぎよ 

は 彼 自身の 涙 を も 潔 しとし ない 事 は、 さっきと 少し 

ますます 

も 変り はない。 しかも 涙 は 益 眼に 溢れて 来る II 乙 

をえ つ 

州 は 遂に 両手 を 膝の 上に ついた 儘、 思 はず 嗚咽の 声 を 

きょき 

発して しまった。 が、 この 時戯欷 する らしい け は ひ を 

洩らした の は、 独り 乙 州ば かりで はない。 芭蕉の 床の 

裾の 方に 控 へて ゐた、 何人 かの 弟子の 中から は、 それ 

ほとんど はな さ 

と 殆 同時に 渎を すする 声が、 しめ やかに 冴えた 座敷 



した。 —— 

かう して、 古今に 倫 を 絶した 俳諧の 大宗 匠、 芭蕉 庵 

松 尾 桃 青 は、 「悲歎 かぎりなき」 門弟た ちに 囲まれた 儘、 

かふ ぜん しょくく わう 

溘 然として 属 纊 に 就いた ので ある。 

(大正 七 年 九月) 
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